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１．事業概要
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◆供用区間
・静岡・山梨県内は新清水JCT～富沢IC、
下部温泉早川IC～双葉JCT区間を開通。

・長野県内は八千穂高原IC～佐久小諸JCT区間を開通。

◆事業中区間
・南側は、富沢IC ～下部温泉早川IC区間は施工中。

◆基本計画区間（長坂～八千穂）
・長坂～八千穂区間は現在、基本計画区間である。

中部横断自動車道は、静岡県静岡市を起点に、
山梨県甲斐市を経由して長野県小諸市に至る高速
自動車国道です。
本事業は、中部横断自動車道のうち山梨県北杜

市長坂町（(仮称)長坂JCT）と長野県南佐久郡佐
久穂町（八千穂高原IC）間について整備を行うも
のです。

１

１．事業概要

3

１-１．都市計画対象道路事業の位置
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１．事業概要

１-２．環境影響評価の対象事業一覧と本事業の位置づけ

●環境影響評価法では、規
模が大きく環境に大きな影
響を及ぼすおそれがある事
業を「第一種事業」として
環境影響評価を実施し、
高速自動車国道は、すべ
ての事業が該当します。

●本事業は環境影響評価の
対象です。

●環境影響評価方法書は環
境影響評価手続きのうち、
どのような項目について、
どのような方法で調査・予
測・評価をしていくのかとい
う計画を示したものです。
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１．事業概要

5

１-３．事業の目的及び都市計画対象道路事業の位置

当該地域では、代替路が無いため、地域を結ぶ幹線道路の大雨や積雪による通行止めが発生し地域孤
立の懸念があり、また災害で中央自動車道が通行止めとなった場合には東京圏からの広域支援が分断さ
れる可能性があります。また、国道141号は死傷事故率が平均以上である区間が点在し、走行性にも劣
ることから救急搬送時にも課題があります。一方で、観光業や農作物の速達性向上のためにも道路ネッ
トワークのアクセス向上が求められています。
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２．事業の経緯と手続きの流れ

66
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２．事業の経緯と手続きの流れ

計画段階評価手続き

・
地
域
の
課
題

・
複
数
案
の
設
定(

対
策
案
を
4
案
提
示
）
等

関東地方
小委員会

（ 第１ ～４ 回）

（ 審議事項）

・
中
間
と
り
ま
と
め
案

・
意
見
交
換
会
の
実
施
方
法

等

関東地方
小委員会
（ 第５ 回）

（ 審議事項）

・
意
見
交
換
会
の
報
告

・
山
梨
県
側
、
長
野
県
側
の
方
針
案

等

関東地方
小委員会
（ 第６ 回）

・
対
応
方
針
（
案
）
の
と
り
ま
と
め

関東地方
小委員会
（ 第７ 回）

（ 審議事項）

・
地
域
の
ル
ー
ト
検
討

Ａ
案
Ｂ
案
提
示

・
現
地
視
察
、
地
元
説
明
会

・
山
梨
県
内
区
間
の
ル
ー
ト
案
と
り
ま
と
め

Ｂ
案

ワーキング
グループ

環
境
影
響
評
価
法
に
お
け
る
配
慮
書
手
続
き

対
応
方
針
の
決
定

沿
線
自
治
体
の
意
見
把
握

長
野
県

環
境
影
響
評
価( 

方
法
書)

手
続
き

１
㎞
ル
ー
ト
帯
の
検
討

国

・
１
㎞
ル
ー
ト
帯
及
び
Ｉ
Ｃ
の
概
略
位
置
の
考
え
方
を
提
示

・
１
㎞
ル
ー
ト
帯
及
び
Ｉ
Ｃ
の
概
略
位
置
の
同
意

計画調整
会議 地

元
説
明
会

H22 .1 2
～H23 .1 0 H2 4 .4 .1 2 H24 .1 0 .4

第1回
H24 .1 1 .2 1
第2回
H25 .1 .1 2
地元説明会
H25 .1～2
第3回
H25 .6 .2 7

H26 .7 .2 3 H27 .4 .9
第1回 H29 .9 .2 1
第2回 H30 .7 .1 1

※国、 長野県、
関係6町村で構成

（ 審議事項）

長野県区間の検討
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環境要素 件数

総論 ２件

水環境 １件

動植物及び生態系 １件

景観及び人と自然との触れ合い
の活動の場

１件

廃棄物 １件

合計 ６件

配慮書手続きにおいて、国土交通大臣から平成27年3月26日に意見が出されました。

２．事業の経緯と手続きの流れ



２．事業の経緯と手続きの流れ

9
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●今回の環境影響評価方法書の手続きにおいて、方法書の公告・縦覧及び説明会を行い
、地域の皆様や地方公共団体より意見をいただき調査・予測・評価の方法を決定します。

●今後、現地調査等を行うとともにルート原案等の作成します。

２．事業の経緯と手続きの流れ

事業の経緯及び今後の進め方



１

３．環境影響評価方法書

1111



３-１．地域特性（自然的状況） 方法書：P5-1～5-97

12

自
然
的
状
況

大気環境
○大気質は、最も近い大気常監局では、二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、微小粒子
状物質が2地点中2地点で環境基準を達成しています。

○道路交通騒音は、合計13地点の測定地点があり、うち12地点で環境基準を達成しています。

水環境

○河川の水質では、BOD、SS、DOは4地点全てにおいて、pHは5地点中1地点において環境
基準を達成しています。大腸菌群数はすべての調査地点において環境基準を超過しています。

○湖沼の水質では、DO、全窒素、全燐は3地点中3地点において、環境基準を達成しています。
○調査地区全域に湧水が存在します。

地形、地質 ○重要な地形及び地質として5地点が分布しています。

動植物、
生態系

○重要な動植物種が山梨県・長野県それぞれで多数確認されています。
○重要な植物群落等として、山梨県6箇所・長野県6箇所が分布しています。
○生態系は、亜高山・高山-自然林自然植生から市街地の7区分の生態系に区分されます。

景観、人と自
然との触れ合
いの活動の場、
文化財

○景観は、主要な眺望点が山梨県26箇所・長野県19箇所、景観資源が山梨県41箇所・
長野県21箇所存在します。

○人と自然との触れ合いの活動の場として、山梨県50箇所・長野県20箇所存在します。
○指定文化財（史跡、名勝、天然記念物）として、山梨県では計49箇所、長野県では
計31箇所存在します。



３-１．地域特性（社会的状況） 方法書：P5-98～5-195

13

※甲武信エコパークについては、令和元年６月１９日に国連教育科学文化機関（ユネスコ）登録決定しており、地域特性に追加する予定です。

社
会
的
状
況

土地利用 ○土地利用としては農業地域が広く分布し、松原湖周辺及び八ヶ岳牧場を含む八ヶ岳から広が
る一帯が自然公園地域に指定されています。

河川等利用 ○地下水が一般飲用及び生活用水の一部として利用されています。

交通 ○一般国道141号がJR小海線とほぼ並行して、南～北方向に走っており山梨県と長野県を結ん
でいます。

学校、
住居等

○環境の保全についての配慮が特に必要な施設である学校教育施設及び図書館が山梨県で19箇
所・長野県で16箇所存在します。

○環境の保全についての配慮が特に必要な施設である病院及び診療所が山梨県で10箇所・長野
県で11箇所、社会福祉施設等が山梨県で64箇所・長野県で53箇所存在します。

法令等

○「自然公園法」により指定された国立公園として秩父多摩甲斐国立公園、国定公園として
八ヶ岳中信高原国定公園が存在します。

○「山梨県自然環境保全条例」により指定された自然環境保全地区として、紅葉橋、八ヶ岳川
俣及び谷戸城が存在します。

○「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適性化に関する法律」により指定された鳥獣保護区が存
在します。

○「景観法」に基づき、北杜市が景観行政団体として景観計画を策定しており、景観形成地域
が指定されています。

その他主な法令として、騒音、振動及び水質汚濁に関する基準の規制区域等が存在します。



１

３-２．環境影響評価項目 （1/2）

14

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

建
設
機
械
の
稼
働

資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用

い
る
車
両
の
運
行

切
土
工
等

又
は
既
存
の
工
作
物
の
除
去

工
事
施
工
ヤ
ー
ド
の
設
置

工
事
用
道
路
等
の
設
置

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
実
施

水
底
の
掘
削

道
路
（地
表
式
又
は
掘
割
式
）

の
存
在

道
路
（嵩
上
式
）の
存
在

道
路
（地
下
式
）の
存
在

自
動
車
の
走
行

大
気
環
境

大気質

二酸化窒素 ○ ○ ●

浮遊粒子状物質 ○ ○ ●

粉じん等 ● ●

騒 音 騒 音 ● ● ●

低周波音 低周波音 ○

振 動 振 動 ● ● ●

水
環
境

水 質
水の濁り ○ ○ ○ ○

水の汚れ ○

水 象
河川及び湖沼 ○ ○ ○ ○

地下水 ○ ○ ○ ○

土
壌
に
係
る

環
境

そ
の
他
の

環
境

地形及び地質 重要な地形及び地質 ● ●

その他の
環境要素

日照阻害 ●

電波障害 ○

注）●：省令の参考項目として選定する項目
－：省令の参考項目であるが選定しない項目
○：参考項目以外の項目であるが事業特性又は地域特性及び県条例技術指針を勘案し追加して選定する項目

方法書：P8-3



３-２．環境影響評価項目 （2/2）

注）●：省令の参考項目として選定する項目
－：省令の参考項目であるが選定しない項目
○：参考項目以外の項目であるが事業特性又は地域特性及び県条例技術指針を勘案し追加して選定する項目

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

建
設
機
械
の
稼
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資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用

い
る
車
両
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運
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工
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工
作
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工
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施
工
ヤ
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工
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用
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ン
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事
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又
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路
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上
式
）の
存
在

道
路
（地
下
式
）の
存
在

自
動
車
の
走
行

動 物
重要な種及び注目すべき
生息地 ○ ● ○ ● ○

植 物 重要な種及び群落 ● ○ ● ○

生態系 地域を特徴づける生態系 ● ○ ● ○

景 観 主要な眺望点及び景観資
源並びに主要な眺望景観 ●

人と自然との触れ
合いの活動の場

主要な人と自然との触れ
合いの活動の場 ●

文化財 文化財 ○ ○

廃棄物等 建設工事に伴う副産物 ●

15

方法書：P8-3



１

３-３．調査、予測及び評価の手法

16

環境要素 調査の手法 予測の手法 評価の手法

大気質

二酸化窒素、
浮遊粒子状物質

二酸化窒素の濃度の状況、浮遊粒子状物質の濃
度の状況、気象（風向及び風速）の状況

プルーム式及びパフ式による
計算 環境保全に

ついての配
慮がなされ
ているかど
うかについ
て評価

環境基準等
との整合が
図られてい
るか否かに
ついて評価

粉じん等 気象（風向及び風速）の状況 事例の引用又は解析により得
られた経験式による計算

騒音 騒音 騒音の状況、地表面の状況、沿道の状況 音の伝搬理論に基づく予測式
による計算

低周波音 低周波音 住居等の位置 既存調査結果より導かれた予
測式による計算

振動 振動 振動の状況、地盤の状況 事例の引用又は解析により得
られた式による計算

水質
水の濁り 水質（浮遊物質量）の状況、水象（流量）の状

況、水底の土砂の状況
事例の引用又は解析による予
測

水の汚れ 水質（水素イオン濃度）の状況、水象（流量）
の状況

事例の引用又は解析による予
測

水象
河川 流量・流況、浸食・堆砂の状況、水道水源の状

況
事例の引用又は解析による予
測

地下水 地下水の状況、帯水層の地質・水理の状況、湧
水の状況、温泉の状況

理論モデルによる計算又は数
値シミュレーション等

土壌に係る
環境その他
の環境

重要な地形及び地質
地形及び地質の概況、重要な地形・地質の分布、
状態及び特性、重要な現象（温泉、湧水等）の
分布、状態及び特性

事例の引用又は解析による予
測

日照阻害 土地利用の状況、地形の状況 等時間の日影線を描いた日影
図により予測する方法

その他の
環境要素 電波障害

テレビ電波（地上デジタル波を含む）の受信状
況、テレビ電波の送信状況、高層建築物及び住
居等の分布状況、地形の状況

日本ＣＡＴＶ技術協会が示す
電波障害予測計算式による予
測

方法書：P8-5～20
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３-３．調査、予測及び評価の手法
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環境要素 調査の手法 予測の手法 評価の手法

動物 重要な種及び注目すべ
き生息地 動物相の状況、重要な種等の状況 科学的な知見や類似事例を参

考に予測

植物 重要な種及び群落 植物相及び植生の状況、重要な種及び群落の状
況

科学的な知見や類似事例を参
考に予測

生態系 地域を特徴づける生態
系

動物種その他の自然環境に関わる概況、
地域を特徴づける生態系の注目種・群集の状況

科学的な知見や類似事例を参
考に予測

景観
主要な眺望点及び景観
資源並びに主要な眺望
景観

主要な眺望点の状況、景観資源の状況、
主要な眺望景観の状況

図上解析、フォトモンター
ジュ法等による視覚的な表現
方法

人と自然と
の触れ合い
活動の場

主要な人と自然との触
れ合いの活動の場

触れ合いの活動の場の概況、主要な触れ合いの
活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状
況

図上解析、類似事例等を参考
に予測

文化財 有形文化財・埋蔵文化
財

文化財の状況（文化財の種類・位置及びその概
要）

図上解析、類似事例の引用又
は解析による予測

廃棄物等 建設工事に伴う副産物 廃棄物等の種類ごとの発生・処分の状況
※文献調査のみ

建設工事に伴う廃棄物等の種
類ごとの発生量及び最終処分
量を予測

方法書：P8-21～27
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３-４．調査計画（案） （大気質、騒音、振動 1/2）

18

記号 名称 記号 名称
大気質 一般環境騒音・振動調査 高速自動車国道
道路交通騒音・振動調査 一般国道
市街地 主要地方道
緑の多い住宅地 一般県道

調査地域・地点

大気
二酸化窒素
浮遊粒子状物質
風向・風速

予測地点との対応を考慮し、濃度変化がある
と考えられる箇所ごとに、また代表する気象状
況が得られる箇所に設定

騒音
一般環境騒音
道路交通騒音
地盤卓越振動数

予測地点との対応を考慮し、調査地域を代表
する騒音の状況、沿道の状況が得られる箇所
を想定

振動
一般環境振動
道路交通振動
地盤卓越振動数

予測地点との対応を考慮し、調査地域を代表
する振動の状況、地盤の状況が得られる箇所
を想定

調査項目

方法書：P8-5～13、P8-28
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記号 名称 記号 名称
大気質 一般環境騒音・振動調査 高速自動車国道
道路交通騒音・振動調査 一般国道
市街地 主要地方道
緑の多い住宅地 一般県道

調査地域・地点

大気
二酸化窒素
浮遊粒子状物質
風向・風速

予測地点との対応を考慮し、濃度変化がある
と考えられる箇所ごとに、また代表する気象状
況が得られる箇所に設定

騒音
一般環境騒音
道路交通騒音
地盤卓越振動数

予測地点との対応を考慮し、調査地域を代表
する騒音の状況、沿道の状況が得られる箇所
を想定

振動
一般環境振動
道路交通振動
地盤卓越振動数

予測地点との対応を考慮し、調査地域を代表
する振動の状況、地盤の状況が得られる箇所
を想定

調査項目

方法書：P8-5～13、P8-28
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